
大男は庭のまわりに高いかべをめぐ

らせ、立てふだを立てました。「立

ち入る者にはばつをあたえる」大男

はとてもわがままだったのです。か

わいそうなことに、子どもたちは遊

ぶところがなくなってしまいました

道路で遊ぼうとしてみましたが、道

路はとてもごみごみしていて、かた

い石ころがいっぱいあって、好きに

なれませんでした。学校が終わると

子どもたちは高いかべのまわりをう

ろうろして、中の美しい庭のことを

話し合いました。「あそこで遊ぶの

はなんて楽しかったんだろう」と、

くちぐちに言いました。やがて春が

来ました。国中に小さな花がさき、



小鳥たちがあふれました。わがまま

な大男の庭だけが、まだ冬でした。

子どもたちがいなかったので、鳥た

ちは歌いたいと思いませんでしたし

木々は花をさかせるのをわすれてお

りました。あるとき、美しい花が一

輪、草むらから頭をもたげましたが

立てふだを見て、子どもたちがかわ

いそうになり、地面の中にまたもぐ

りこんで、ねむってしまいました。

喜んだのは、雪としもだけでした。

「春はこの庭のことをわすれちまっ

たんだ」と二人は声をあげました。

「だから一年中ここに住もうぜ」雪

は大きな白いがいとうで草をおおい

ながら、嬉しそうに言いました。す


